
コロナ禍でマスクや医療資機材を支援し、医療逼
ひっ

迫
ぱく

の防止に貢献

世界約120カ国に支部を持つADRA。その一支部である
ADRA Japanは、現在アジア、アフリカ、中東の６カ国で、保健
医療・教育・経済開発を３本柱として現地のニーズに応える支
援を行っている。

1995年から活動しているネパールでは、保健所の建設、学
資支援、口唇口蓋裂形成外科治療のための医療チーム派遣、
ネパール地震後の緊急支援などに取り組んできた。2019年か
らは、同国でも特に開発の遅れているバンケ郡で、外務省
NGO連携無償資金協力なども用いて支援活動に注力。具体的
には、設備の整っていない保健医療施設の建物の修繕や、聴
診器・体温計といった必要な資機材の提供、そうした資機材を
活用するための維持管理研修などを行っている。

加えて、子どもたちに適切な医療を届けるために、医師・看護

師などの保健医療従事者や女性地域保健ボランティアが、知
識・技術を向上させられる研修を実施。現地住民に対しては
「保健医療に頼れば健康が守れる」とラジオ放送で呼び掛け
た。その結果、地域の保健の意識が高まり、必要な保健医療が
子どもたちに届くようになってきた。

2020年の新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、ADRA 
Japanは現地支部であるADRA Nepalと協力して、支援活動に
感染症対策を盛り込んだ。マスクや消毒薬、パルスオキシメー
ターの配布など、現地のニーズに合わせた活動を行うだけでな
く、感染者が急増したインドおよびネパールで、病院や保健医
療機関、隔離施設などに対して医療資機材や医療消耗品（酸
素ボンベ、マスクなど）の支援を行い、酸素不足による医療逼
迫や医療従事者の感染を少しでも防ぐことに貢献した。

認定NPO法人

ADRA Japan 1985年に設立。主に途上国や被災地で支援を行う。キリス
ト教の精神に基づき、人種・宗教・政治の区別なく、世界各
地において今なお著しく損なわれている人間としての尊厳の
回復と維持を実現することを目的としている。
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現地の人たちだけで医療を継続できる仕組みづくりを目指す

ロシナンテスは、「病院がない」「医者がいない」といった厳
しい地域に暮らす人たちに医療を届ける活動を続けている。設
立当初は日本人医師が、現地で直接医療を行っていたが、現在
は「支援した地域の人たちが、“医療”を自分たちのものとし、
地域の人たちだけで医療を継続できる仕組みが根付いている世
界」をビジョンに掲げて、給水所の整備、栄養改善なども含め
た包括的な保健事業を整備し、現地の人たちだけで医療を継
続できる仕組みづくりを目指している。

例えばスーダンでは、医療施設のない地域もいまだ多く、病　
気になっても適切な診療を受けることが困難な状況にある。特
に村落部は広大な砂漠に村が点在しており、歩いて何時間もか
けなければ病院にたどり着けない。ロシナンテスは、その中でも
東京都とほぼ同じ広さに一つも医療施設がなかった地域で、医

療サービスチームが車で村を回る「巡回診療」を展開し、およ
そ２万人の住民の健康を守る仕組みを整えた。２週間をかけて
砂漠続きの地域を回るこの活動は過酷なものだが、同国保健
省に活動を引き渡した後も続いている。

また、月に一度の巡回診療だけでは、緊急対応や継続的な診
療ができず、救うことのできない命があることから、保健省や地
元住民と共に診療所を建設した。「人、物、仕組み」の面で、持
続的な運営にはまだ課題もあるが、診療所が地域診療のシンボ
ルとなるよう尽力している。

物も情報も不足しているスーダン、ザンビアの事業地で、新型
コロナウイルス感染症対策として衛生用品の配布や啓発活動
も実施。ザンビアでは、マスクがないことで学校に通えない子ど
もたちが多くいることがわかり、マスクの寄贈も行った。

認定NPO法人

ロシナンテス 大使館の医務官としてスーダンに赴任した川原尚行が、現
地の人々を診療できないことに限界を感じ、外務省を辞して
2006年に設立。スーダンやザンビアで、保健医療が受けら
れない地域に医療が届く仕組みを整備している。
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